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片側舌縁部原発で， T，が 4f71J, T2 12f71J, T3 4 f71j, T4 
























であった. BCG東京株 80mgを 40mlの生食に溶か
し勝脱内に注入して2時間保持させる．週 1回， 6週
間行う．





















































































〔目的〕 胃癌は， 消化器癌の中でも，｛じ非療法に対 等について報告する．



























































を 11In遊離法により測定した モノ クロ一ナノレ抗体
(IL-2a, IL-21, TNF, LeuCAM）を FACS解析，傷害抑
制作用の検討に用いた．
〔結論〕ヒト Mφ は未処理の場合 YKM2に対して
殆ど細胞傷害作用を示さなかったが， IL・2 で活性化
した Mφ は有意に傷害作用を示しこれは IFN-7で
活性化した Mφ より，明らか高値であった.IL-2は



































1) PLC/PRF/5(Alexander cel）に SAMe を 35
μg/ml, 70 μg/ml, 140 μg/ml各濃度で添加し，濃度依存

















べた． 1 i番， 2番， 3番， 4番， 6番， 1番， 13番，
16番， 17番染色体上の多型性 DNA(RFLP）マーカー
を用いて麗蕩組織および隣接正常組織の DNAを解析
した結果． 1番， 2番， 3番． 6番，1番，染色体で
はヘテロ接合性の消失はほとんど見られなかった．こ
れに対し， 4番， 13番. 16番， 17番染色体では
40-66%の腫蕩においてヘテ ロ接合性の消失が観察さ
れ，これらの染色体のヘテロ接合性の消失は肝癌に特






































はMer＋細胞に比べて，アルキル化剤の殺細胞作用に している Mer 細胞が見出されること， Mer－細胞は
著しく高い感受性を示す また， アノレキノレ化剤による アルキノレ化剤に高感受性であること，はすでに述べた．
突然変異の誘発についても，Mer－細胞は著しく高感 In vitroでのこれらの知見を利用して， Mer－腫蕩を
受性である．では， 06-MeGはなぜ突然変異の原因と アルキノレ化剤で、選択的に治療て、きる可能性が考えられ
なるのか．それは， 06-MeGが本来の相手であるシト る．このためのモデノレ実験系として，ヌードマウスに
シン （C）と対合できなくて，誤ってチミン（T）と対合 Mer＋とMerー のヒト癌細胞を移植して， アノレキル化




ることの一つの証拠として MNUで誘発したラyト に残された問題は，ヒトの Mer 型の腫蕩をし、かなる
手L癌の系で癌遺伝子H-rasの活性化を調べた Barbacid 方法で早期発見するかということである
らの報告によれば， 48例の全てにおいて12番目のコド 最近，ヒトの MGMT遺伝子は，九州大学の関口ら
ンが本来の GGAから GAAに変化していた．これは， をはじめとして，世界の 3研究室でクローニングされ
06 MeGが生成されたことによって， GCから ATへ た このことから，ヒトの MGMTに対する抗体の作
の突然変異が生じたことで説明できる． 製も可能となったので，ヒトの Mer守腫蕩を抗体で検
さて，ヒト癌細胞株だけに特異的に修復酵素を欠損 出できる日もそう遠くはないと思われる
